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現在、この飽食な時代に日本の17歳以下の子どもの16.3％、 ６人
に１人までに、子どもの貧困化が進んでいると言われています。 

そんな子どもたちに一食でもおなかいっぱい食べてもらいたい。少し
でも一緒に楽しく過ごしてもらいたいと、３～４年前から始まった地域
ボランティアに都南さんが新たな形で加わる事になりました。 
   

地域協力「こども食堂」 
      都南分教会の取り組み 

☆
支
部
行
事
の
お
知
ら
せ 

・支
部
幹
事
会 

ニ
月
九
日
（木
）午
後
六
時
～
（都
南
に
て
） 

・教
区
ひ
の
き
し
ん
（二
月
五
日
（日
） 

当
番
は
日
本
橋
組
で
す
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す  

 
 

 
 
 

 
 

 
 

   

・在
宅
セ
ン
タ
ー
ひ
の
き
し
ん 

 

二
月
二
十
七 

日
（月
）午
前
九
時
半
～ 

 
 

・支
部
例
会
ニ
月
二
十
八
日
（二
頁
参
照
） 

時
報
手
配
り
ニ
月
予
定 

・神
名
流
し 

ニ
月
一
日
（
水
）
午
前
十
時
～ 

  

場
所 

大
井
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー 

 
 

 
 

  

☆
教
務
支
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

ア
ン
ケ
ー
ト 

都南さんの、取り組みは、月に１回～２回、困窮家庭
や共働き家庭で一人ぼっちでの食事になりがちな親
子に、都南の食堂をお借りして「となん こども食堂」を
開設し楽しい暖かい食事を提供する事です。メニュー
も簡単にし、こども100円おとな300円と気軽に利用で

きるように致しました。又、子供だけでなく、一人暮らし
をしているおじいちゃんやおばあちゃんにも一緒に楽し
く食事をして頂けますよう声掛けしたところ、初回でも
40人を超える方が参加して喜んで頂きました。 

 

毎月、時報の手配りに付きまして教区では配達にひのきしんの方が手配りをして頂い
ている割合を発表しております。 
我が品川支部はほぼ、全部と言って良い９５％以上をカバーさせて頂いております。 

しかしながらこのところ、時間の経過とともに「手配りひのきしん」をして頂いておりま
す方の高齢化と転出で人数が不足してまいりました。一人の方の負担が大きくなって
参りましたので改めまして、お手伝いいただけるひのきしん者を募集致します。 
ご協力いただけます方は下記支部栗原までご連絡お願い致します。 

電話 ０３－３４４２－７０７５ 
メール sngwsb@yahoo.co.jp 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
総
勢
十
八
万
人
の
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア 

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
教
区
で
も
大
会
か
ら 

要
請
を
頂
い
た
時
に
す
ぐ
に
対
応
で
き
ま
す
よ
う 

お
お
よ
そ
の
人
材
把
握
を
行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。 

競
技
関
係
者
の
方
、
議
員
の
方
等
既
に
係
わ
って
い
る
方 

外
国
語
の
で
き
る
方
以
外
に
も
、
通
常
ひ
の
き
し
ん
に 

参
加
し
て
頂
け
ま
す
方
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
各
教
会
に 

内
容
と
用
紙
を
置
い
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
第
一
回 

目
と
い
た
し
ま
し
て
は
二
月
十
九
日
迄
で
す
の
で 

所
属
教
会
が
遠
方
の
方
は
お
近
く
の
教
会
ま
で 

ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す 

    
 

 
  

・青
年
会
活
動 

 

毎
日
実
働
を
掲
げ
当
支
部
は
十
一
日
が
活
動
日 

 

と
し
て
行
って
い
ま
す
。
参
加
の
程
お
願
い
致
し
ま
す 

 



 

昭
和
十
八
年
、
三
浦
み
り
つ
は

あ
ん
な
に
嫌
が
って
い
た
天
理
教

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ご
主
人
と

そ
の
間
に
授
か
った
男
女
二
人
の

子
供
に
次
々
と
出
直
さ
れ
、
気

持
ち
を
変
え
、
大
正
十
三
年
に

は
別
科
に
入
科
、
ご
主
人
忠
之

助
の
遺
志
を
受
け
、
時
を
待
って

い
た
二
代
会
長
の
松
井
が
辞
任

を
す
る
と
共
に
、
三
代
会
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
教
会
の
場
所

は
、
今
の
区
役
所
あ
た
り
か
ら

始
ま
り
、
下
神
明
（当
時
タ
イ
ヘ

イ
町
）等
、
戦
災
に
よ
り
数
度
に

わ
た
る
移
転
と
強
制
疎
開
を
経

験
し
、
現
在
の
地
に
移
って
き
た

訳
で
す
。
信
仰
も
深
ま
り
、
信

者
の
数
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
が

後
継
者
が
無
い
こ
と
か
ら
、
昭
和

二
十
八
年
、
当
時
仙
台
大
教
会

所
属
で
あ
った
忠
之
助
の
甥
に
あ

た
る
宮
城
の
松
島
在
住
の
政
志

が
上
京
し
養
子
に
な
り
ま
し
た 

 
 

 
 

 

そ
の
後
、
本
芝
の
方
の
紹
介
で 

本
荏
（当
時
は
分
教
会
）所
属
で

芝
浦
在
住
の
沖
電
気
系
会
社
員

の
娘
で
あ
った
、
和
子
と
結
婚
。

三
女
が
授
か
り
今
に
至
り
ま
す 

 

昭
和
五
十
四
年
に
現
会
長
の
政

志
が
会
長
就
任
と
な
って
か
ら
三

十
八
年
の
今
年
二
月
、
八
十
六

歳
を
迎
え
ま
す
。 

 
 

当
時
、
後
に
三
代
会
長
に
な
る

忠
之
助
の
妻
三
浦
み
り
つ
は
、

会
長
さ
ん
が
来
る
と
き
は
家
か

ら
逃
げ
て
い
た
り
、
毎
日
泣
い

て
い
た
と
言
う
程
、
天
理
教
を

嫌
って
い
た
そ
う
で
す
。 

教
会
の
歴
史
は
、
初
代
会
長
榎

本
裳
止
（お
も
と
）は
、
上
級
教

会
の
役
員
だ
った
方
で
す
が
、
自

身
は
娘
の
身
上
か
ら
、
大
光
分

教
会
初
代
よ
り
お
手
引
き
頂
い

た
方
で
す
。
御
所
づ
と
め
し
て
い

た
家
で
奉
公
し
て
い
た
だ
け
に

学
業
に
す
ぐ
れ
、
折
り
目
正
し

く
優
し
く
思
い
や
り
の
あ
った

方
だ
った
そ
う
で
す
。
信
仰
も

熱
心
で
大
光
宣
教
所
創
設
と

同
時
に
入
り
込
み
、
そ
の
後
、

忠
之
助
等
の
信
仰
で
支
講
の
お

許
し
を
頂
い
た
現
教
会
の
前
身

が
、
大
正
十
三
年
に
北
大
教
会

麹
町
分
教
会
、
大
森
町
支
教
会

部
内
の
大
平
町
宣
教
所
と
し
て

設
立
が
許
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

初
代
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

二
代
会
長
の
松
井
寿
美
は
、
生

ま
れ
た
と
き
の
逸
話
が
大
森
町

大
教
会
の
元
一
日
に
大
き
な
意

味
を
持
つ
方
な
の
で
す
が
、
昭

和
十
五
年
か
ら
後
任
の
会
長
が

決
ま
る
ま
で
の
二
年
余
り
を
お

勤
め
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

教
会
紹
介 

後
継
者
が
ま
だ
お
ら
ず
、
夫

婦
と
も
足
腰
が
大
分
不
自
由

に
な
って
き
て
い
ま
す
の
で
支

部
の
例
会
等
の
協
力
が
出
来

ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
自
身
は
お
道
の
上
、
孫
の
顔

を
見
な
が
ら
飲
ん
だ
り
お
話

し
た
り
、
陽
気
に
お
道
を
通

ら
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

大
平
町
分
教
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
浦 

政
志 

 

教
会
の
元
一
日
は
、
そ
れ
は
大
正

二
年
、
三
代
会
長
三
浦
み
り
つ
が
二

十
三
歳
で
宮
城
県
か
ら
上
京
し
結

婚
す
る
以
前
の
事
で
す
。
明
治
の
後

期
、
現
在
の
会
長
三
浦
政
志
の
義
父

で
叔
父
に
当
た
る
、
三
浦
忠
之
助
の

肺
病
か
ら
道
が
つ
き
、
大
平
町
の
信

仰
が
始
ま
り
ま
す
。 

忠
之
助
が
、
現
在
の
大
崎
駅
辺
り
に

あ
った
鉄
道
省
の
工
機
部
で
機
関
車

の
運
転
手
を
し
て
い
た
頃
の
事
、
肺

病
を
患
い
、
病
ん
で
い
た
時
に
お
道
の

話
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
そ
う
で
す
。

す
る
と
「こ
ん
な
良
い
話
は
な
い
」と

言
って
す
ぐ
に
仕
事
を
辞
め
て
熱
心

に
信
仰
に
入
って
し
ま
った
そ
う
で
す

宣
教
所
は
、
大
正
十
三
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
は
、
忠
之

助
は
住
ん
で
い
た
二
葉
町
の
借
家
を

教
会
に
改
造
し
提
供
い
た
し
ま
し
た
。

初
代
会
長
に
は
忠
之
助
に
会
長
の
資

格
が
な
か
った
た
め
、
上
級
の
榎
本
裳

止
が
就
任
致
し
ま
し
た
。 

 

【編
集
後
記
】 

こ
の
記
事
は
、
大
平
町
さ
ん
か
ら

頂
い
た
経
歴
と
、
二
度
の
訪
問
で

伺
った
録
音
の
起
こ
し
か
ら
編
集

さ
れ
た
も
の
で
す 

。
最
近
は
知
っ

て
い
る
人
も
少
な
く
、
出
か
け
ら

れ
な
い
の
で
、
飲
み
が
て
ら
話
に
来

て
く
だ
さ
い
と
の
事
で
し
た 

 

と
て
も
明
る
く
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 

 
 

 
 


